それほど 茶 好きで なくと も、 新茶に は 心 ひかれる。 

あの 年寄り じみた、 きつい 苦み がない し、 晴々 しい 

匂 ひがす るし、 茶と いふよりも、 若葉の I 卞を 啜る とい 

ふ 感じで ある。 

色が い、。 白磁の 茶 椀の 半を満 して ゆらめく 青 湖の 

K。 

フー 

さなり き、 誘 ふ ニンフ も 

誘 はる ゝ 男 妖精 も 共に 髪ぞ青 かりし 

揺曳と した 湯気の 隙間から、 茶 椀の 岸に さう いふ 美 

麗が 見える やうな 気がする。 
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